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五

代

の

北

面

転

運

使

に

つ

い

て
ド ..... ・
主

ァk

芳

目

次

序

言

一
、
北
面
転
運
使
設
置
の
由
来

二
、
北
高
転
運
使
の
沿
革

三
、
北

E
転
運
使
の
職
掌

四
、
北
面
転
運
使
の
職
権
の
拡
大

五
、
北
面
転
運
使
の
歴
史
的
意
義

結

語

序

百

五
代
後
唐
の
頃
か
ら
中
央
禁
軍
の
強
佑
と
共
に
、
次
第
に
発
展
し
て
い
っ
た
そ
の
屯
駐
、
就
糧
の
制
が
、
藩
鎮
を
中
央
へ
の
依
存
に
押
し
や

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
は
、
既
に
菊
池
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
所
で
、
こ
の
禁
軍
の
屯
駐
、
就
糧
に
当
つ

て
特
に
筆
者
の
注
目
を
惹
く
の
は
、
そ
の
軍
資
補
給
の
た
め
に
添
差
さ
れ
た
糧
料
使
、
及
び
当
初
よ
り
予
め
そ
の
意
味
を
以
て
、

軍
資
輸
送
を
管
掌
す
る
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
た
某
面
転
運
使
の
制
度
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
既
に
卑
見
を
開
陳
し
ら
｝
乙
こ
で
は
後
者

五
代
の
北
函
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

一
定
地
域
の

九
七



五
代
の
北
面
転
逮
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

九
八

に
つ
い
て
、
北
面
転
運
使
ぞ
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
み
る
。
尚
、
五
代
の
某
面
転
運
使
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
に
青
山
教
授
の
「
唐
宋
時
代

の

転

運

使

及

び

発

運

使

に

つ

い

て

」

従

っ

て

筆

者

の

問

題

視

角

か

ら

す

る

飯

述

も

、

加
え
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
続
稿
に
取
っ
て
不
可
欠
の
前
提
で
も
あ
る
の
で
、
敢
え
て
私
見
を
発
表
し
、
御
批
判
を
仰
ぐ
心
算
で
あ

（
史
学
雑
誌
併
ノ
9
）
中
に
御
高
論
が
あ
る
。

一
蛇
足
を

場。。

北

面

転

運

使

設

置

の

由

来

大
唐
の
時
、
東
南
財
源
地
帯
に
て
収
納
せ
る
食
糧
・
軽
貨
等
を
首
都
京
兆
及
び
東
都
洛
陽
方
面
に
輸
送
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
転
運
使

は
、
大
運
河
の
漕
運
を
管
掌
す
る
に
当
り
、
そ
の
漕
費
を
塩
利
に
仰
ぐ
関
係
か
ら
塩
鉄
使
と
は
殆
ん
ど
同
一
人
の
兼
任
で
、
塩
鉄
転
運
使
と
し

こ
の
国
家
財
政
の
運
営
上
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
転
運
伎
は
、
麿
末
よ
り
引
紛
い
て
諸
道
塩
鉄
転

運
使
の
名
額
を
以
て
五
代
に
も
荏
続
し
て
い
た
。
五
代
会
要
問
一
よ
建
国
宮
使
、
長
興
四
年
正
月
の
条
勺

三
司
使
奏
。
当
省
有
諸
道
塩
鉄
転
運
使
額
。
職
員
極
多
。
云
々

て
恰
も
一
職
名
の
如
く
扱
わ
れ
て
い
た
。

と
み
え
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
の
転
速
使
は
諸
道
の
名
を
冠
し
て
は
い
て
も
、

て
の
主
た
る
任
務
が
准
河
以
南
を
失
っ
て
よ
り
、

fド

河
、
黄
河
を
中
心
に
管
掌
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
五
代
の
史
書
に
多
く
作
河
、
洛
河
、
五
丈
河
等
の
漕
遥
記
事
が
み
え
る
こ
と
よ
り
推

察
し
得
る
所
で
あ
る
。

所
で
、
転
運
使
は
こ
の
系
統
の
転
運
使
に
限
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

唐
代
以
来
他
に
も
別
系
統
の
転
運
使
が
置
廃
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
軍
興
の
際
に
特
設
さ
れ
る
所
謂
随
寧
転
運
使
が
あ
る
。
こ
れ
は
征
討
の
た
め
一
地
方
に
集
中
し
た
軍
隊
の
糧
料
補

給
の
任
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
叛
乱
抗
争
の
続
発
し
た
五
代
は
、

こ
の
転
運
使
の
置
出
閣
が
市
発
で
、
後
唐
荘
宗
の
同
光
三
年
九
月
、
王
萄
討
伐

の
軍
興
の
際
に
都
供
寧
転
運
応
接
等
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
鳳
調
節
度
使
李
継
職
、
叉
明
宗
の
長
興
一
五
年
九
月
、
東
川
の
董
環
討
伐
の
軍
興
に
当
つ



て
は
、
西
川
の
孟
知
祥
が
東
川
行
蛍
供
簡
応
接
使
K
任
ず
り
札
吃
次
い
で
同
三
年
の
単
興
に
酉
面
水
陸
転
巡
使
と
な
っ
た
鳳
州
防
禦
使
張
延

播
、
後
晋
の
天
福
六
年
の
鎮
州
安
重
栄
討
伐
の
時
の
鎮
州
行
営
転
運
使
の
設
置
、
後
漢
の
乾
祐
元
年
七
月
、
鳳
期
王
氏
崇
討
伐
の
際
に
工
部
侍

郎
李
穀
を
西
南
面
行
襲
撃
信
任
じ
た
も
の

U

後
周
の
顕
徳
五
年
十
月
、
世
宗
伐
萄
の
役
の
西
南
東
陸
転
運
制
震
の
設
置
控
訴
如
き

は
、
皆
そ
の
例
で
あ
る
。

こ
の
行
営
転
運
使
或
は
某
面
転
逸
使
と
い
わ
れ
た
も
の
は
、
通
例
軍
隊
の
撤
収
と
共
に
廃
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
に
常
置
の
転
運
使
が
現
わ

れ
た
。
北
面
転
速
使
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
名
体
が
一
出
す
如
く
北
辺
地
域
の
遁
怖
を
学
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
北
面
似
巡
使
が
常
設

佑
さ
れ
た
理
由
は
、
北
万
に
於
げ
る
契
丹
の
勃
興
に
よ
る
も
の
で
あ
る
υ

五
代
最
初
の
後
架
ぞ
除
く
後
国
以
後
の
四
朝
は
契
丹
と
境
を
接
し
、

そ
の
侵
入
に
備
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
務
鎖
体
制
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
契
丹
の
侵
入
防
衛
は
そ
の
当
直
の
端
的
叫
の
任
務
で
あ
る
が
、
当
時
の

務
館
、
一
個
の
兵
力
を
以
て
し
て
は
、
契
丹
の
侵
入
軍
事
刀
は
撃
退
す
べ
く
余
り
に
も
強
大
で
あ
っ
た
。
た
め
に
中
原
王
朝
は
諸
滞
を
後
援
し
、

更
に
進
ん
で
自
ら
直
接
中
心
に
立
つ
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
中
央
の
直
轄
に
か
か
る
重
兵
の
河
北
、
河
東
沿
辺
へ
の
配
駐
、
即
ち

屯
駐
禁
寧
の
北
辺
要
衝
へ
の
普
及
、
増
員
は
五
代
に
入
つ
て
の
注
目
す
べ
き
傾
向
で
あ
つ
ら
）
こ
の
北
辺
防
備
に
当
っ
た
務
兵
及
び
屯
駐
禁
軍

へ
の
軍
資
補
給
は
歴
代
の
中
原
王
朝
に
と
っ
て
国
逗
に
か
か
わ
る
一
大
問
題
と
な
っ
て
い
た

Q

こ
の
要
務
遂
行
の
た
め
に
設
置
む
れ
た
の
が
北

面
転
逝
使
で
あ
る
。

北
面
転
運
使
は
、
そ
の
主
た
る
管
轄
地
域
が
河
北
で
あ
っ
た
た
め
官
苧
伊
｝
河
北
に
置
与
え
そ
の
こ
と
か
ら
河
北
都
転
連
句
河
北
諸
州
水
陸

転
速
使
と
も
い
わ
れ
た
。
叉
そ
の
職
務
柄
か
ら
北
面
供
迫
使
、
北
面
供
償
使
、
北
一
血
計
度
使
、
或
は
北
面
供
草
転
巡
使
と
も
い
わ
れ
て
い
た

初
そ
の
名
称
は
正
し
く
は
、
北
面
水
陸
転
運
使
と
称
し
た
よ
う
で
あ
お
J

二

、

北

面

転

運

使

の

沿

革

五
代
の
北
面
転
運
伎
に
つ
い
て
（
室
、
氷
）

ブL
九



五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
安
永
）

－0
0
 

北
高
転
運
使
創
置
の
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
旧
五
代
史
寸
一
二
唐
荘
宗
紀
、
同
光
二
年
夏
四
月
壬
申
の
条
に
、

以
成
徳
軍
節
度
行
軍
司
馬
権
知
府
事
任
闘
為
検
校
右
僕
射
権
北
面
水
陸
転
運
制
置
使
。

と
あ
る
の
を
初
見
と
す
る
。
五
代
初
の
頃
は
、
北
方
の
虚
龍
、
成
徳
、
義
武
の
諸
藩
鎮
の
存
在
が
契
丹
の
南
侵
を
阻
み
、
特
に
虚
龍
の
劉
民
は

燕
国
皇
帝
を
称
し
て
そ
の
富
強
を
誇
り
、
十
分
に
辺
境
防
衛
の
任
を
果
し
て
い
弘
｝
し
か
し
、
河
北
が
室
田
の
手
に
帰
し
天
下
を
争
う
梁
、
晋

の
抗
争
が
黄
河
流
域
に
移
る
と
、
後
梁
と
盟
約
し
た
契
丹
が
辺
境
を
か
え
り
み
る
暇
の
な
く
な
っ
た
李
晋
の
隙
に
乗
じ
て
中
原
侵
略
を
開
始
し

た
。
資
治
通
鑑
時
二
同
光
元
年
夏
四
月
の
条
に
、

時
契
丹
麗
入
冠
。
紗
掠
償
運
。
胸
州
食
不
支
半
年
。

と
み
え
、
契
丹
の
幽
州
へ
の
本
格
的
攻
撃
が
同
光
一
克
年
よ
り
始
ま
り
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
後
唐
の
軍
興
が
翌
二
年
春
正
月
よ
り
活
濃
化
し
て

い
る
か
ら
、
北
直
転
運
使
の
創
置
も
、
後
唐
建
国
後
、
幾
何
も
な
い
こ
の
頃
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
北
面
転
運
使
に
就
任
し
た
者
で
、
今
日
明
ら
か
な
も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

北

面

転

運

使

表

年

次

一

間

病

同
光
二
年
四
月

九
二
八

九
二
四

同
光
三
年
二
月

九
二
五

同
光
三
郎
神
間
月

，， 

天
成
元
年
九
月

九
二
六

天
成
二
年
正
月

九
二
七

天
成
一
二
年
四
月

烏婁李李任！人

嗣紹

源宏

紙

?[ 

延

名

「
権
北
商
水
陸
哲
旭
川
出
使

北

面

転

運

使

名

称

園

芯
面
水
時
間
転
運
制
問
大
使

北
面
水
陸
転
運
使

英

北
函
水
陸
転
運
制
凶
使

震

比
面
水
陸
転
速
招
撫
侠

光

北
面
水
陸
転
運
制
限
使

1長

｜日 JIil 111 I日米｜日
五附五五 五
代 7c代代代
史飽史史史史

九巻八巻七巻二巻六巻一巻1
工三四三コ一二三IJI'! 

f壬

臓

名

tl:l 

山
川
仙
畑
中
恥
節
度
行
軍
司
馬
権
知
府
市
宇

資
徽
南
院
使
判
内
侍
省

成
徳
軍
節
度
使

議
州
刺
史

奨
州
刺
史

成
徳
軍
節
度
使



磁
州
刺
史
（
前
三
司
副
使
）

後
回

李

穀

北
面
水
陸
転
運
使

I~ 
1もI!

1! 
I-;,!-ifl ;z-lFJ IE:] 
:, i. 五．代五五
｜代代会代代
11:l: 史要史史
i二巻四巻四巻五巻O巻
10一八二四六一

天
雄
寧
節
度
使

一

塁

二

年

八

月

九

四

五

一
弘
円
四
ほ
川

lhい
同
｜

こ
の
表
よ
り
次
の
凹
つ
の
特
色
あ
る
傾
向
が
、
時
代
の
推
移
と
共
に
抽
出
出
来
る
の
で
あ
る
ο

，， 

抱

延

光

必
雨
水
陸
転
運
制
限
使

十
六
成
四
年

－
M
4
4
T
L
M
 

l
ノ
－
－
．
4
ノ

翠1

得

父

北
両
供
軍
転
速
使

磁
州
刺
史

応
順
一
苅
年
三
月

九
三
回

消
泰
元
年
六
月

李

重

美

比
一
凶
水
陸
転
運
制
悦
使

成
徳
軍
節
度
使
判
六
箪
諸
衛
事

賛

北
耐
諸
州
水
陸
転
巡
使

刷
、
後
膚
同
光
二
年
よ
り
一
大
成
四
年
に
か
け
て
の
顕
著
な
任
命

料
、
後
庸
長
興
年
閣
の
未
見
と
応
順
・
消
泰
年
聞
の
任
命

料
、
後
晋
天
福
年
聞
の
未
見

判
、
後
晋
関
連
年
間
以
降
の
三
司
副
使
よ
り
の
任
命

以
下
乙
の
四
点
を
中
心
に
北
面
転
運
使
の
沿
革
を
考
察
し
て
み
る
。

ω、
後
間
同
光
・
天
成
時
代

北
面
転
運
使
は
契
丹
防
備
体
制
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
顕
著
に
任
命
・
ロ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
対
契
丹
抗
争
の
緊

張
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
後
庸
の
同
光
・
天
成
年
聞
に
は
河
北
沿
辺
、
醐
・
易
両
州
の
聞
に
攻
防
の
戦
い
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

資
治
通
鑑
暗
記
天
成
二
年
夏
四
月
の
条
に
は
、

時
契
丹
数
犯
塞
。
朝
廷
多
屯
兵
於
幽
易
問
。

と
、
契
丹
侵
入
路
上
に
当
る
瓦
橋
関
・
慮
台
軍
を
中
心
と
す
る
幽
州
・
易
州
の
間
へ
の
屯
駐
禁
軍
の
布
置
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
屯
星
雲
多
数
の
布
置
に
対
し
て
霊
補
給
も
前
漉
佑
し
た
。
冊
府
元
亀
地
位
将
帥
部
・
立
功
門
・
王
思
聞
の
条
に
、

五
代
の
北
面
転
運
伎
に
つ
い
て
た
阜
、
氷
）

。



五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
宝
永
）

。

同
光
中
。
従
明
帝
援
糧
入
幽
川
。

と
み
え
、
同
香
川
一
一
一
帝
王
部
・
求
旧
門
・
者
伎
の
条
に
は
、

同
光
三
年
。
明
宗
受
詔
。
以
本
道
兵
送
糧
入
前
向
。

と
あ
り
、
明
宗
即
ち
李
刷
源
が
、
同
光
三
年
、
期
州
へ
策
糧
を
低
輸
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
十
字
刷
源
が
印
刷
徳
川
平
郎
皮
使
双
北
商
水
陸
転
辺

使
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
表
に
示
す
如
く
で
あ
る
。

A
－h
a
内
凶
司

次
い
で
、
明
宗
の
天
成
時
代
に
入
る
と
、
冊
府
元
亀
川
ヨ
邦
計
部
・
褒
悩
門
・
烏
震
の
条
に
、

烏
震
。
明
宗
天
成
中
。
為
翼
州
刺
史
米
北
面
水
陸
転
運
伺
撫
使
。
契
丹
犯
塞
漁
陽
路
便

3

震
一
平
師
運
糧
三
人
約
円
。
援
為
河
北
道
副
招
討

遥
領
宣
州
節
度
使
。

と
あ
り
、
資
治
通
鑑
山
げ
た
天
成
二
年
春
正
月
の
条
の
同
文
記
事
の
胡
註
に
は
、

時
契
丹
常
以
勤
騎
術
律
幽
州
四
郊
之
外
。
抄
掠
糧
運
。
故
以
三
将
兵
運
糧
。
善
達
者
為
労
積
。

と
て
、
胸
州
へ
の
軍
糧
輸
送
は
梨
丹
の
抄
掠
に
古
し
み
、
一
二
度
巡
糧
に
成
功
し
た
者
は
労
総
と
な
し
た
と
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
汁
時
の

北
面
転
運
使
の
職
務
遂
行
の
至
難
さ
を
ぶ
す
と
共
に
、
そ
の
亙
要
性
を
煩
わ
し
め
る
る
の
で
あ
る
。
ズ
天
成
巾
の
北
高
松
運
使
の
ぷ
臓
が
多
く

刺
史
で
あ
る
こ
と
も
（
前
掲
表
参
照
）
、
か
か
る
事
態
に
対
処
す
る
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
抗
争
の
巾
に
も
、
契
け
で
は
、
天
成
元
年
秋
七
月
、
契
丹
主
阿
保
機
の
死
と
共
に
、
跡
目
相
続
問
題
、
及
び
契
丹
府
龍

節
度
使
慮
文
進
並
び
に
張
希
崇
の
裏
切
り
鳴
が
生
じ
た
。

一
方
後
唐
で
は
、
判
三
司
任
闘
を
中
心
に
、
塩
鉄
判
官
趨
季
良
が
三
川
都
制
置
転
運

（初｝

使
と
し
て
萄
の
金
自
十
低
を
洛
陽
に
転
輸
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
明
宗
は
そ
れ
を
も
と
に
内
政
改
革
の
実
を
あ
げ
、
天
成
二
年
十
二
月
に
は
、

早
く
も
物
価
高
の
辺
境
地
時
た
る
蔚
・
代
諸
州
さ
へ
米
価
毎
斗
十
文
の
鶴
を
得
る
に
至
り
、
国
力
充
実
化
へ
の
道
を
歩
み
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
両
国
の
同
内
事
情
が
次
の
長
興
年
間
の
北
面
転
運
使
の
未
見
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。



（ロ）

後
麿
長
興
・
応
順
・
清
泰
時
代

天
成
三
年
五
月
、
庸
末
よ
り
の
自
立
溶
鎮
で
あ
っ
た
義
武
軍
節
度
使
王
都
は
明
宗
の
帝
権
強
佑
の
日
増
し
に
進
ひ
の
を
み
て
、
い
ち
早
く
叛

諜
を
廻
ら
す
に
若
か
ず
と
考
え
色
々
両
策
し
て
失
敗
し
た
末
、
最
後
に
契
丹
柔
酋
長
禿
館
を
誘
っ
て
叛
い
た
。
明
宗
は
こ
れ
を
機
会
に
、
先
づ

t

L

 

来
侵
せ
る
契
丹
軍
を
撃
滅
し
て
、
翌
年
二
月
に
は
、
冊
府
元
亀
M
U外
国
部
・
征
討
門
に
、

（
天
成
）
四
年
二
月
。
定
州
王
都
平
。
檎
禿
館
及
余
衆
斬
之
。
自
是
。
契
丹
大
挫
。
数
年
不
敢
窺
辺
。

と
み
え
る
如
く
、
王
都
を
平
げ
、
契
丹
に
は
数
年
の
問
、
再
び
辺
境
を
窺
い
得
さ
る
打
撃
を
与
へ
、
境
上
の
確
立
に
成
功
し
た
。
こ
う
し
た
締

果
が
長
興
年
聞
の
北
面
転
運
使
名
の
未
見
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
長
興
年
聞
に
於
げ
る
北
面
転
運
使
名
の
未
見
を
以
て
、
こ
れ
が
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
、
契
丹
の
勢
力
は
依

然
侮
り
難
く
、
こ
れ
に
対
す
る
防
備
体
制
は
一
層
強
佑
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
時
店
長
興
三
年
八
月
の
筑
間
、

初
契
丹
脱
彊
。
冠
抄
虚
龍
諸
州
皆
偏
。
幽
州
城
門
之
外
3

虜
騎
充
斥
。
毎
自
滅
州
運
糧
入
幽
州
。
虜
多
伏
兵
於
閣
議
掠
取
之
。
及
趨
徳
鈎

為
節
度
使

3

城
闇
溝
而
成
之
。
為
良
郷
県
。
糧
道
梢
通

3

幽
州
東
十
里
之
外

3

人
不
敢
樵
牧
。
徳
鈎
於
州
東
五
十
里
。
域
瀦
県
而
成
之
。

近
州
之
民
。
始
得
稼
稽

3

至
是
。
叉
於
州
東
北
百
余
里

3

域
三
河
県
。

以
通
制
州
連
路
。
虜
騎
来
争
。
徳
鈎
撃
却
之
。

九
月
由
民
辰
期
。

奏
。
城
三
河
畢
。
辺
人
頼
之
。

と
あ
り
、
虚
龍
軍
節
度
使
趨
徳
鈎
が
糧
道
の
確
立
に
努
め
た
こ
と
を
記
し
、
叉
、
冊
府
一
手
電
池
川
邦
計
部
・
漕
運
門
に
同
、

長
興
二
年
間
五
月
三
日
勅
。
応
縁
沿
河
船
糧
。
依
北
面
転
運
司
船
搬
倉
例
。
云
云

と
、
北
面
転
運
使
の
官
署
た
る
北
面
転
運
司
の
機
構
を
示
す
記
事
が
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
北
面
転
運
使
の
存
続
を
一
不
す
も
の
で
ゐ

ろ・フ。所
で
、
か
か
る
長
興
年
間
の
河
北
沿
辺
に
於
け
る
対
契
丹
防
備
体
制
の
確
保
維
持
は
、
契
丹
を
し
て
河
東
方
亜
へ
移
住
せ
し
め
て
い
る
。
資

五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

一O
三



治
通

幽鑑
州七巻 r

零官買
契塑 j己
丹ニ面
屯年転
捺冬運
刺十停
泊且与

民主
の一
条室
l乙永

一O
凶

と
み
え
、
そ
の
胡
註
に
、

時
幽
州
有
備
。
契
丹
窟
掠
不
得
其
志
。
契
丹
主
国
徒
横
帳
。
居
捺
刺
泊
。
出
冠
雲
朋
之
問
。

と
あ
り
、

契
丹
は
幽
州
方
面
へ
の
侵
入
の
至
難
さ
を
知
り
、

河
東
万
面
へ
の
侵
入
を
企
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
宗
は
こ
れ
に
対
処
す
る
た

め
、
直
ち
に
六
軍
副
使
石
敬
語
を
以
て
河
東
節
度
使
兼
大
同
・
振
武
・
彰
国
威
塞
等
軍
蕃
漢
馬
歩
総
管
に
任
じ
、
河
東
沿
辺
の
防
備
体
制
を
固

（お）

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
四
年
十
一
月
、
名
君
と
い
わ
れ
た
明
宗
死
し
て
、
幼
少
の
閲
帝
が
即
位
し
、
応
順
と
改
元
す
る
が
、
そ
の

年
の
二
月
、
早
く
も
末
，
帝
に
よ
っ
て
塞
位
さ
れ
る
等
の
後
唐
朝
廷
の
内
紛
は
、
勢
い
を
立
直
し
た
契
丹
に
中
原
侵
略
の
好
機
会
を
与
え
る
に
至

っ
た
υ

こ
う
し
た
事
情
の
も
と
、

再
び
北
面
転
運
使
の
活
躍
が
史
書
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

応
順
元
年
三
月
の
天
雄
寧
節
度
使
泊
延

光
、
次
い
で
清
泰
元
年
六
月
の
成
徳
軍
節
度
使
・
判
六
軍
諸
衛
事
薬
王
重
美
の
北
直
水
陸
転
運
使
の
兼
任
は
、
こ
れ
を
一
不
す
も
の
で
、
資
治
通

鑑
控
清
泰
二
年
六
月
の
条
に
は
、

時
契
丹
屡
冠
北
辺
。
禁
軍
多
在
幽
弁
。
（
耐
一
路
報
酬
一
秒
間
）
石
敬
璃
与
（
嶋
一
剛
一
器
削
）
越
徳
鈎
求
益
兵
運
糧
ο

朝
夕
相
献
。
甲
印
。
詔
借
河

東
人
有
蓄
積
者
寂
葉
。
乙
酉
。
詔
鎮
州
輸
絹
五
万
匹
於
総
管
府
。
欄
椴
軍
糧
。
率
鎮
翼
人
車
千
五
百
柔
連
糧
於
代
州
。
叉
詔
説
博
市
雑
。

と
ゐ
り
、
河
北
・
河
東
沿
辺
の
屯
駐
禁
軍
へ
の
箪
糧
補
給
が
俄
か
に
重
大
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
所
で
、
こ
の
対
契
丹
防
備
線

こ
れ
ま
で
の
北
面
転
運
使
司
の
組
織
で
は
十
分
に
賄
い
得
な
く
な
り
、
こ
こ
に
河
東
方
直
を
管
掌

す
る
新
た
な
使
職
の
設
置
が
行
わ
れ
て
い
る
o

旧
五
代
史
鴎
九
劉
処
譲
伝
に
、

応
順
初
。
授
析
州
刺
史
検
校
太
保
充
西
北
面
計
度
使
。
備
北
冠
也
。

の
河
北
沿
辺
よ
り
河
東
沿
辺
へ
の
拡
大
は
、

と
あ
り
、
応
順
初
、
即
ち
清
泰
元
年
に
西
北
直
計
皮
使
を
設
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
書
佐
七
晋
高
祖
紀
・
天
福
二
年
二
月
美
己
の
条
に
、

↑ノ



。。

詔
。
停
北
京
西
北
面
計
一
度
司
事
ο

と
あ
る
か
ら
、
西
北
面
計
度
使
の
官
署
た
る
使
司
が
北
面
馬
歩
率
都
総
管
の
あ
っ
た
北
京
太
原
府
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
M
r
r
が
こ

の
酉
北
面
計
度
使
は
北
面
転
運
使
の
如
、
喝
さ
運
輸
組
織
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
害
時
間
唐
末
帝
紀
・
出
泰
二
年
六
月
の
条
に
、

前
掲
資
治
通
鑑
と
同
内
容
の
記
事
を
掲
げ
る
と
共
に
、

詔
。
中
断
。
伺
子
鎖
州
支
絹
五
万
匹
送
河
東
。
充
博
粂
之
直
ν

是
月
u

北
商
い
私
選
副
使
劉
福
配
鎖
州
百
姓
取
子
一
千
五
百
乗
運
糧
至
代

州
。
時
水
年
民
飢
。
河
北
諸
州
因
子
飛
腕
。
逃
讃
者
甘
四
衆
υ

軍
前
使
者
継
至

3

併
促
遥
糧
リ
由
是
ω

生
猛
者
怨
。

と
し
て
、
鎮
州
の
係
省
絹
五
万
匹
を
阿
東
の
総
管
府
に
輸
送
し
、
太
原
方
面
に
於
い
て
軍
糧
ぞ
雑
買
す
る
代
価
に
あ
て
て
、
そ
こ
で
得
た
軍
糧

を
北
面
転
連
副
使
劉
補
が
鋲
州
の
百
姓
や
京
子
を
率
い
、
千
五
百
乗
の
取
を
以
て
代
州
に
転
輸
し
た
と
記
し
、
又
糧
速
が
ほ
と
ん
ど
河
北
諸
州

乱
始
兆
突
。
」
と
結
ん
で
い
匂
山

の
民
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
掲
資
治
通
鑑
の
記
事
も
、

最
後
に
「
山
東
之
民
流
散
。

従
つ

て
、
こ
の
西
北
面
計
皮
使
は
恐
ら
く
そ
の
使
職
名
が
示
す
如
く
、
西
北
面
に
於
け
る
事
粧
の
鱒
員
等
の
宮
中
需
品
の
計
皮
、
即
ち
必
要
物
資
の
色

額
を
調
整
す
る
任
に
当
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
西
北
面
計
度
使
の
性
格
が
河
東
と
河
北
地
域
と
の
生
産
力
の
差
、
加
う
る
に
後
唐
初

よ
り
組
織
網
を
次
第
に
確
立
し
て
来
た
北
面
転
運
使
の
機
構
と
の
差
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
と
思
う
。

十守

後
背
天
補
時
代

河
東
節
度
使
・
北
商
鳥
歩
軍
都
総
管
石
敬
語
が
契
丹
と
結
ん
で
後
唐
を
滅
ぼ
し
た
の
は
、
清
泰
三
年
十
一
月
で
あ
る
。
是
月
、
国
を
大
晋
、

一
刊
を
天
福
と
改
め
、
契
丹
と
の
約
に
従
い
称
．
白
し
て
歳
貢
絹
三
十
余
万
匹
を
贈
り
、
印
公
燕
十
六
州
を
割
譲
し
た
。
高
組
の
施
政
方
針
を
要
一
一
回
す

れ
ば
、
契
丹
に
恭
事
し
て
北
辺
を
安
泰
に
し
、
専
ら
内
般
に
集
中
し
て
藩
鎮
の
巌
庖
を
抑
え
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
。
契
丹
に
輸
す
る
所
の
絹
三

十
余
万
匹
も
中
原
数
県
の
租
賦
に
過
い
さ
ず
、
対
契
丹
軍
需
買
の
巨
額
な
こ
と
に
比
す
れ
ば
、
財
政
的
に
何
等
の
痛
停
を
感
ず
る
も
の
で
な
く
、

ぃ
服
部
一
道
及
び
脈
問
関
以
北
の
諦
州
を
山
政
失
し
た
け
れ
ど
も
、
天
下
の
安
砲
、
中
央
権
力
の
強
仰
を
は
か
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た

五
代
の
北
函
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
、
氷
）

一O
五



五
代
の
作
品
一
面
必
淫
使
に
つ
い
て
（
宅
永
）

一O
六

の
で
あ
る
。
こ
の
彊
上
獲
安
の
方
針
が
北
面
転
運
使
及
び
西
北
高
計
度
使
に
影
響
伊
－
与
え
た
こ
と
疑
い
な
い
。
旧
五
代
史
地
七
晋
高
祖
紀
・
天

福
二
年
二
月
突
己
の
条
に
、

詔
3

停
北
京
西
北
高
計
皮
司
事
。

と
あ
る
北
京
の
西
北
面
計
度
司
の
廃
止
、

及
び
天
福
年
聞
に
於
け
る
北
面
転
運
使
名
の
未
見
は
（
前
掲
表
参
照
）
、
こ
の
傾
向
を
一
店
す
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
高
祖
の
彊
上
獲
安
方
針
に
よ
る
当
面
の
北
辺
防
備
が
緩
和
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が
、
北
面
転
運
使
の

場
合
、
そ
の
名
が
史
書
に
検
索
し
得
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
そ
れ
の
廃
止
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
み
の
る
ま
い

3

先
の
西
北
面
計
度
使
司

の
廃
止
は
、
そ
の
当
初
に
設
置
さ
れ
た
目
的
が
非
常
時
に
於
げ
る
防
備
強
佑
に
み
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
緊
張
の
緩
和
し
た
場
合
、
再
び
平
常

時
の
防
備
体
制
に
移
る
べ
く
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
北
面
転
運
使
の
設
置
は
、
前
述
し
た
如
く
、
河
北
に
於
け
る
屯
駐
禁

軍
の
財
政
的
背
最
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
屯
駐
禁
箪
が
布
置
さ
れ
て
い
る
聞
は
、
依
然
在
立
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
高
祖
は
契
丹
と
の

抗
争
を
避
け
て
は
い
る
も
の
の
、
決
し
て
北
辺
防
備
を
弛
め
た
の
で
は
な
い
。
沿
辺
諸
藩
鎮
に
有
能
な
藩
帥
を
差
遣
し
、
契
丹
の
侵
入
を
防
が

nv 

せ
て
お
h
℃
叉
雲
燕
十
六
州
喪
失
後
の
防
衛
線
を
戦
略
地
理
上
黄
河
の
線
迄
後
退
さ
せ
、
こ
の
方
面
の
強
佑
に
努
め
、
滑
・
瀦
・
相
・
衛
等
の

諸
州
へ
屯
駐
禁
軍
を
増
強
し
て
い
る
の
で
、
北
面
転
運
使
の
存
立
意
義
が
失
わ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

所
で
、
後
晋
に
至
つ
て
の
防
衛
線
の
後
退
と
、
黄
河
地
域
へ
の
屯
駐
禁
軍
の
増
強
は
、
河
北
諸
州
を
し
て
中
央
か
ら
離
れ
て
手
立
す
る
こ
と

を
い
よ
い
よ
困
難
な
ら
し
め
、
河
北
に
於
げ
る
中
央
の
支
配
力
は
急
速
に
強
仰
さ
れ
た
の
で
あ
引
ゲ
そ
れ
と
共
に
、
北
面
転
運
使
の
任
用
法
に

も
新
た
な
展
開
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

｛ゴ

後
晋
開
運
時
代
以
降

後
晋
の
高
組
に
尋
い
で
即
位
し
た
少
帝
は
、
開
運
と
改
元
す
る
と
共
に
、
高
組
の
屈
辱
外
交
を
捨
て
、
契
丹
へ
の
歳
幣
を
絶
っ
て
抗
争
万
針

に
出
た
。
そ
の
結
果
は
憤
慨
し
た
契
丹
の
大
挙
入
冠
に
よ
る
大
戦
乱
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
再
び
北
面
転
運
使
の
活
躍
が
目
立
っ
て



く
る
こ
と
に
な
る
。
資
治
通
鑑
ゆ
口
開
運
三
年
十
一
月
の
条
に
、

晋
兵
与
契
丹
爽
路
神
山
而
軍
。
中
略
。
（
献
謙
一
轍
縦
一
院
）
社
威
雄
以
貴
戚
為
上
将
。
性
儒
怯
o

偏
笠
間
節
度
使
。
但
日
相
承
迎
。
置
酒
作

楽
コ
翠
議
策
事
。
磁
州
刺
史
波
北
面
転
運
使
李
穀
。
判
例
威
及
李
守
貞
目
。
中
略
。
諸
将
地
円
以
為
然
。
独
杜
威
不
可
コ
遣
殺
南
至
懐
孟
傍

軍
糧
。

と
み
え
る
磁
川
刺
史
兼
北
高
転
運
使
李
殻
が
、
傑
出
の
人
物
で
、
後
晋
滅
亡
迄
そ
の
職
を
良
く
全
う
し
た
こ
と
は
有
名
な
史
実
で
あ
る
。
こ
の

ま
言
、
旧
五
代
史
鵬
八
晋
少
帝
紀
・
開
運
二
年
八
月
の
条
に
よ
る
と
、

以
三
司
副
使
給
事
巾
学
穀
為
硝
州
刺
史
充
北
百
水
陸
転
運
使
。

と
し
て
、
一
ニ
司
副
使
ょ
う
北
面
転
運
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
所
で
、
前
掲
表
に
よ
り
開
運
二
年
八
月
、
李
穀
の
就
任
以
前
の
北
面
転
運
使
の

兼
任
職
名
を
み
る
と
、
ほ
ん
ど
が
河
北
の
大
務
の
務
帥
の
兼
摂
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
が
、
後
晋
天
福
年
間
を
経
た
閲

運
年
聞
に
入
る
と
、
専
門
の
財
務
宵
で
、
し
か
も
巾
央
最
高
機
関
た
る
三
川
町
の
次
官
よ
り
任
命
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
三
司
副
使
を
以
て
任
命
す
る
こ
と
は
、
後
周
に
入
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
同
書
一
J
h
周
懇
話
・
顕
徳
六
年
九
月
内
辰
の
条
に
、

以
三
司
副
使
王
賛
為
内
客
省
使
兼
北
面
諸
州
水
陸
転
運
使
。

と
あ
り
、
そ
の
来
臨
が
コ
可
制
使
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
王
賛
が
三
司
副
使
よ
り
北
面
転
遥
使
に
就
任
す
る
経
緯
は
、
川
水
・
史
崎
町
一
王
質
伝

l乙、

（
周
此
宗
）
及
即
位
。
補
東
頭
供
奉
官
。
累
選
右
臨
衛
将
軍
三
司
副
使
。
時
張
美
為
使
。
世
宗
問
京
域
衛
兵
歳
煤
幾
何
。
美
不
能
対
。
賛

代
奏
甚
悉
。
美
因
回
一
応
街
之
ω

及
征
関
雨
。
言
於
世
宗
。
以
賛
為
客
省
使
領
河
北
諸
州
計
度
使
。
中
略

Q

復
為
三
司
副
使
。

と
て
、
三
司
使
張
美
の
策
動
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
彼
が
後
に
再
び
三
司
副
使
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
北
面
転

運
使
が
河
北
諸
州
計
度
使
と
も
云
わ
れ
て
い
た
こ
と
等
を
、
後
晋
天
福
の
八
年
聞
か
ら
軌
道
に
乗
っ
て
進
展
し
た
中
央
集
権
化
の
成
果
と
い
う

五
代
の
必
商
幅
運
使
に
つ
い
て
（
笠
永
）

一O
七



五
代
の
北
市
転
述
快
に
つ
い
て
（
室
永
）

一O
八

視
角
よ
り
み
る
と
き
、
北
面
転
運
使
が
唯
単
に
屯
駐
禁
軍
へ
の
軍
艦
補
給
の
み
を
任
と
す
る
も
の
で
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

即
ち
河
北
浦
州
の
財
務
行
政
を
管
掌
す
る
性
格
を
具
備
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
極
め
て
注
目
す
べ
き
傾
向
を
推
測
し

得
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
現
実
の
動
き
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
述
す
る
。

、

北

面

転

運

使

の

職

掌

北
面
転
運
使
に
属
す
る
主
要
な
官
職
と
し
て
、
副
使
・
判
官
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
下
に
前
行
等
の
属
史
が
置
か
れ
て
い
た
υ

旧
五
代
史
北
↑
↓
一

山
門
荘
出
店
紀
・
同
光
三
年
夏
四
月
丁
亥
の
条
に
、

以
鎮
州
節
度
使
李
嗣
源
兼
北
面
水
陸
転
運
使
。
以
徐
州
節
度
使
李
紹
真
為
副
。

ム

ト

川

目

。

。

と
あ
り
、
又
同
香
川
M
1唐
末
帝
紀
・
消
泰
二
年
六
月
の
条
に
は
「
北
直
転
運
副
使
劉
福
」
と
し
て
副
使
に
関
す
る
記
事
が
み
え
、

芦
劉
審
交
伝
に
は
、

同
光
初
ω

越
徳
鈎
鉱
幽
州
。
朝
廷
以
内
官
時
制
宏
為
北
扇
転
運
使
。
酔
審
交
為
判
官
。

旧
五
代
史

と
］
判
官
の
記
事
が
み
え
て
い
る
υ

そ
し
て
そ
れ
ら
の
下
に
は
属
吏
が
置
か
れ
て
い
た
。
冊
府
元
抱
一
副
総
録
部
・
詐
偽
門
に
、

張
演
。
河
北
転
運
司
前
行
也
心
明
宗
長
興
元
年
七
月
ω

鎮
州
奏
。
演
偽
出
宣
頭
支
銭
三
貫
。
令
外
甥
交
領
。
一
五
云

と
、
前
行
の
名
が
み
え
て
い
る
。
こ
の
何
一
花
転
運
司
は
北
面
転
運
使
の
視
事
の
庁
で
あ
る
υ

所
で
、
当
時
の
吏
臓
に
は
、
孔
目
官
・
勾
押
官
・

聞
折
官
・
勾
覆
官
・
抑
司
官
・
行
首
・
雑
事
・
前
行
・
後
行
・
貼
司
等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
州
に
よ
っ
て
そ
の
数
に
相
異
が
あ
っ
た
か

ら
、
河
北
転
運
司
に
も
当
然
前
行
以
上
の
職
次
の
人
史
が
い
た
と
考
え
て
誤
り
あ
る
ま
い
。
こ
う
し
た
構
成
を
も
っ
た
転
運
司
は
、
後
晋
に
入

っ
て
転
運
使
が
専
任
制
と
な
る
迄
（
後
述
）
、
当
然
兼
技
者
た
る
節
度
使
の
会
府
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

所
で
北
面
転
運
使
が
箪
糧
輸
送
を
任
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
冊
府
元
亀
一
四
一
川
邦
計
部
・
糟
運
門
に
、



（升）

長
輿
二
年
間
五
月
三
日
勅
。
応
縁
沿
河
船
糧
。
依
北
面
転
運
司
船
搬
倉
例
。
毎
一
石
於
数
内
与
正
鏑
破
二
勝
。

と
あ
り
、
軍
糧
を
漕
運
す
る
際
の
耗
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
内
容
の
記
事
が
、
五
代
会
要
時
二
糟
運
の
条
に
も
み
え
「
毎
一
石
於

数
内
与
正
鋪
破
二
升
」
と
あ
る
。
さ
て
こ
の
文
に
よ
れ
ば
北
面
転
運
司
の
管
内
に
於
い
て
は
、
他
に
先
ん
じ
て
一
石
に
つ
き
ニ
升
の
運
純
が
許

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
耗
に
つ
い
て
は
、
日
野
教
授
の
「
五
代
の
耗
に
つ
い
て
」
（
歴
史
学
研
究
8
ノ
7
）
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と

般
の
運
耗
は
乙
の
時
よ
り
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
官
の
立
場
に
立
っ
て
運
耗
の
損
得
を
論
ず
れ
ば
、
そ
の
額
の
多
き
程
官
の
損
、
民
の
得
と
な
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
運
耗
の
公
認
は
そ
れ
だ
け
宮
の
損
失
を
公
認
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
後
唐
明
宗
の
治
山
が
財
政
の
比
較
的

裕
か
な
時
代
で
あ
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
が
一
般
に
支
給
さ
れ
た
と
は
い
え
、
こ
の
時
以
前
に
既
に
北
面
転
運
司
の
管
内
に
於
い
て
巡
粍
が
認
可

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
北
面
転
運
司
の
漕
運
を
重
視
し
、
そ
の
輸
送
力
の
確
保
に
努
め
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
水

運
体
制
の
確
保
と
共
に
、
陸
連
体
制
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
。
旧
五
代
史
時
四
唐
末
帝
紀
・
清
泰
二
年
六
月
の
条
崎
、

詔
。
中
略
。
白
干
鎮
州
支
絹
五
万
匹
送
河
束
。
充
博
粂
之
直
。
是
月
。
北
面
転
運
副
使
劉
福
配
鎮
州
百
姓
車
子
一
千
五
百
乗
。
運
糧
五
代

列f

と
あ
り
、
鎮
州
成
徳
軍
に
あ
る
係
省
の
絹
五
万
匹
を
太
原
に
輸
送
し
、
そ
れ
を
代
価
に
軍
糧
を
鱒
買
し
、
北
面
転
運
副
使
自
ら
鎮
州
の
百
姓
や

車
子
を
率
い
千
五
百
乗
の
車
を
以
て
、
そ
の
軍
糧
を
代
州
に
転
輸
し
た
と
ゐ
る
。
元
豊
九
域
志
に
よ
る
と
、
鎮
州
よ
り
代
州
に
至
る
距
離
だ
け

で
六
百
二
十
里
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
鎮
州
よ
り
太
原
府
へ
、
更
に
代
州
に
至
る
水
陸
路
の
転
還
が
如
何
に
至
難
で
あ
っ
た
か
が
窺
え
よ
う
。

こ
う
し
た
水
陸
輸
送
の
た
め
に
必
要
な
舟
車
の
調
整
、
舟
人
車
子
の
徴
発
、
水
陸
路
の
整
備
等
色
当
然
そ
の
職
掌
の
一
つ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

ぅ
。
だ
が
北
面
転
運
使
の
沿
革
か
ら
徴
し
て
推
察
す
る
に
、

単
に
輸
送
補
給
の
職
務
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

そ
れ
迄
に
必
要
な
輸
送
財
物
の
調

達
、
財
源
と
し
て
の
係
省
銭
物
の
確
保
、
そ
の
必
要
物
資
へ
の
折
変
等
も
重
要
な
職
掌
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
職
務
を
す
べ
て

完
遂
し
て
始
め
て
沿
辺
禁
軍
へ
の
軍
資
補
給
が
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
広
範
囲
の
職
権
な
し
に
は
．
不
可
能
で
あ
る
。

五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

一O九



五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

。

後
唐
時
代
に
節
度
使
中
の
宿
将
を
選
ぴ
、
こ
れ
に
兼
摂
せ
し
め
た
の
は
、
河
北
が
燕
・
梁
か
ら
の
新
収
地
で
あ
り
、
州
県
官
の
協
力
を
強
く
必

要
と
す
る
こ
と
か
ら
も
宿
将
の
威
力
を
必
要
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
叉
北
面
転
遥
使
が
制
置
使
或
は
招
撫
使
を
兼
帯
し
て
い
る
の

匂
職
掌
に
必
要
な
権
限
の
附
与
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
必
要
に
応
じ
て
監
・
院
・
場
・
務
及
び
州
県
の
指
揮
統
督
が
行
い
得
る
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
、
宿
将
に
よ
る
兼
摂
ゃ
、
制
置
使
或
は
招
撫
使
等
の
兼
帯
は
、
後
晋
以
降
に
な
る
と
み
ら
れ
な
く
な
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
権

限
の
縮
少
を
示
す
も
の
で
な
く
、
か
え
っ
て
そ
れ
ら
の
権
限
が
北
面
転
運
使
の
権
限
の
一
部
に
固
定
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

以
上
を
要
す
る
に
北
面
転
運
使
の
職
掌
は
、
輸
送
力
の
確
保
の
た
め
の
舟
車
の
調
整
、
舟
人
車
子
の
徴
発
、
水
陸
路
の
整
備
と
共
に
、
所
要

軍
需
品
の
品
目
及
び
そ
の
数
量
の
調
整
も
重
要
な
業
務
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
所
要
軍
需
品
の
数
量
と
、
そ
れ
に
対
す
る
傍
辺
地
域
に
て
調
達

し
得
る
係
省
銭
物
の
数
量
と
の
関
係
に
精
通
し
、
過
不
足
に
つ
い
て
中
央
三
司
と
の
連
絡
、
調
整
に
当
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

殊
に
緊
急
事
態
に
際
し
て
は
、
近
傍
の
道
州
県
所
属
の
財
貨
を
も
指
揮
統
督
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
北
面
転
運
使
の
職
権
の
拡
大

唐
代
に
威
容
を
誇
っ
た
藩
鎮
も
、
五
代
に
な
る
と
、
領
域
の
狭
い
新
置
諸
藩
は
も
と
よ
り
、
独
立
藩
鎮
も
昔
日
の
勢
威
は
な
く
、

H
E
早
節
度

使
一
個
の
力
で
中
央
の
朝
廷
に
反
抗
す
る
よ
う
な
こ
と
は
出
来
伝
く
な
り
、
自
己
の
地
位
を
保
つ
た
め
に
中
央
に
依
存
す
る
傾
向
を
生
じ
た
υ

こ
う
し
た
藩
鎮
の
弱
佑
は
独
力
で
境
上
の
契
丹
の
強
圧
を
防
ぐ
力
な
く
、

E
つ
中
央
は
藩
鎮
の
連
衡
を
防
止
し
た
た
め
、
諸
藩
は
中
央
禁
軍
の

協
力
を
伺
い
で
契
丹
防
備
に
当
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藩
鎮
の
防
戦
体
制
の
間
際
を
う
ず
め
る
屯
駐
禁
箪
の
北
辺
要
衝
へ
の
普
及
増
員
が
、
そ
の

結
果
と
し
て
軍
政
面
に
於
け
る
中
央
集
権
佑
の
準
備
工
作
と
な
っ
て
く
る
と
、
そ
の
屯
駐
禁
寧
の
財
政
的
背
景
を
担
っ
た
北
面
転
運
伎
の
職
権

に
も
、
ま
た
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
活
動
の
方
向
乃
至
性
格
に
変
ル
加
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
は
容
易
に
予
測
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し



た
傾
向
が
北
面
転
運
使
の
任
用
に
当
り
、
河
北
大
藩
の
藩
帥
の
兼
任
制
か
ら
中
央
三
司
の
次
官
た
る
三
司
副
使
へ
の
専
任
制
に
移
行
し
た
こ
と

に
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
は
前
述
し
た
。
本
節
で
は
こ
う
し
た
傾
向
に
つ
い
て
い
ま
少
し
愚
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

五
代
の
節
度
使
は
昔
日
の
面
影
を
失
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
些
細
な
点
に
つ
い
て
み
れ
ば
ま
だ
領
内
に
根
強
い
支
配
力
を
振
っ
て
い
て
、
中

央
朝
廷
の
支
配
が
直
接
領
内
に
浸
透
す
る
の
を
容
易
に
許
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
後
唐
時
代
の
河
北
地
域
は
燕
・
架
か
ら
の
新
収
地
で

中
央
の
末
端
機
構
が
出
来
て
い
な
く
、
屯
駐
禁
軍
へ
の
軍
糧
の
摺
運
そ
の
他
す
べ
て
の
運
営
が
務
鎮
州
県
の
協
力
無
く
し
て
は
叶
え
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
殊
に
後
唐
の
同
光
の
頃
に
は
、
こ
の
藩
鎮
州
県
に
非
協
力
的
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、

こ〉つ

し
た
こ
と
が
河
北
諸
藩
州
に
脱
み
の
き
く
大
藩
の
宿
将
を
北
面
転
運
使
に
任
用
し
て
、
そ
の
威
名
を
籍
り
る
と
い
う
消
極
的
方
法
を
取
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
調
達
し
た
軍
糧
を
沿
辺
へ
転
運
す
る
た
め
に
は
、
長
大
な
地
域
に
わ
た
っ
て
部
鎖
州
県
の
協
力
を
必

要
と
し
て
い
た
以
上
、
北
面
転
運
使
が
そ
の
職
務
遂
行
の
範
囲
に
於
い
て
そ
れ
ら
の
協
力
を
要
求
し
、
又
指
揮
命
令
す
る
権
限
を
当
然
与
え
ら

北
面
転
運
使
の
制
置
恥
阿
武
は
招
撫
使
の
兼
帯
は
こ
う
し
た
職
掌
よ
り
の
権
限
の
附
与
で
あ
ろ
う
。

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
み
て
く
る

と
、
後
晋
時
代
の
財
務
行
政
官
か
ら
の
任
用
及
び
兼
帯
使
職
の
消
滅
等
は
、
北
面
転
運
使
そ
の
も
の
に
職
権
の
拡
大
が
め
っ
た
た
め
と
み
な
け

れ
ば
な
る
ま
い
。

さ
て
、
北
面
転
運
使
の
職
権
拡
大
花
の
根
源
に
は
、
そ
の
契
機
と
し
て
、
後
唐
の
頃
か
ら
禁
寧
の
発
達
と
共
に
強
佑
さ
れ
て
き
た
財
務
行
政

制
度
上
の
側
面
が
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る

Q

そ
れ
は
直
達
直
下
の
一
般
佑
、
三
司
軍
将
制
の
発
達
と
そ
の
藩
州
分
遣
の
普
及
鞍
γ

直
接
間
接

に
関
係
を
も
っ
問
題
は
頗
る
多
い
が
、

こ
こ
で
は
北
面
転
運
使
の
職
掌
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
輸
送
財
物
調
達
財
源
と
レ
て
の
係
省
銭
物
の
面

か
ら
考
察
し
て
み
る
。

係
省
銭
物
と
は
茶
税
・
権
利
や
両
税
上
供
を
含
み
中
央
所
属
の
在
地
方
銭
物
を
指
す
。
中
央
所
属
の
銭
物
を
地
万
に
存
留
さ
せ
る
こ
と
は
、

唐
代
に
既
に
み
え
、
殊
に
憲
宗
朝
に
於
け
る
安
史
の
乱
以
後
失
墜
し
て
い
た
唐
朝
の
権
威
を
一
再
興
せ
し
め
た
財
的
意
識
に
つ
い
て
は
、
日
野
教

五
代
の
北
面
転
速
艇
に
つ
い
て
（
安
永
）



五
代
の
北
面
転
遥
使
に
つ
い
て
（
宝
永
）

授
の
「
藩
鎮
体
制
下
に
於
け
る
唐
朝
の
振
興
と
両
税
上
供
」
（
東
洋
学
報
刊
ノ

3
）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

唐
代
の
係
省
銭

物
地
方
留
貯
の
所
以
は
、
的
、
内
外
兵
乱
に
備
え
た
も
の
、
刷
、
中
央
の
在
庫
に
裕
り
が
あ
る
た
め
に
生
じ
た
も
の
、
料
、
経
常
的
な
支
出
の

た
め
の
も
の
の
三
つ
に
よ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
五
代
に
於
け
る
係
省
銭
物
の
地
方
留
貯
も
唐
代
以
上
に
盛
ん
で
、
係
省
或
は
属
省
銭
物
の
用

語
は
文
献
に
多
く
み
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
乙
れ
が
最
急
務
の
軍
事
対
策
の
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
叛
乱
抗
争
の
続
発
し
た

一
た
び
契
丹
の
入
窟
が
始
ま
る
と
、
出
動
禁
軍
は
も
と
よ
り
、
諸
藩
州
の
出

動
兵
の
費
用
も
中
央
が
受
持
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
中
央
は
こ
れ
の
留
貯
に
迫
ら
れ
た
こ
と
疑
い
な
い
。
冊
府
元
亀
時
一
ト
帝
王
部
・
姑

世
相
よ
り
推
し
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
殊
に
河
北
に
あ
っ
て
は
、

息
門
・
清
泰
三
年
の
条
に
、

是
年
詔
放
一
週
州
刺
史
潟
障
属
省
銭
一
百
万
。
障
以
縞
軍
為
辞
。
故
有
是
命
。

と
み
え
、
後
唐
の
清
泰
三
年
に
は
撞
州
に
百
万
以
上
の
属
省
銭
が
儲
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
軍
費
の
運
営
に
備
え
て
の
留
貯
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
刺
史
鴻
障
が
稿
軍
に
名
を
籍
り
て
使
い
込
ん
で
い
る
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
属
省
（
係
省
）
銭
の
留
貯
と
共
に
、
箪
糧
も
非

常
時
に
償
え
て
儲
積
し
て
い
た
。
資
治
通
鑑
崎
一
一
一
関
連
元
年
春
正
月
の
条
に
、

先
是
。
朝
廷
以
員
州
水
陸
要
衝
。
多
出
来
第
葉
。
為
大
軍
数
年
之
儲
。
以
備
契
丹
。

と
あ
り
、
契
丹
の
入
冠
に
備
え
て
、
水
陸
の
要
衝
た
る
貝
川
に
大
軍
を
数
年
間
支
養
し
得
る
だ
け
の
食
糧
を
留
貯
し
て
い
た
と
あ
る
の
は
こ
れ

を
示
す
一
例
で
あ
る
。
こ
の
戦
乱
に
備
え
て
の
軍
糧
の
留
貯
及
び
戦
乱
に
当
つ
て
の
そ
れ
の
転
輸
等
の
業
務
を
広
く
指
揮
し
統
脅
し
た
の
が
北

面
転
運
使
で
あ
っ
た
こ
と
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
所
で
、
係
省
銭
物
の
地
方
留
貯
が
年
代
を
降
る
に
従
っ
て
普
及
累
増
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
禁
軍
発
展
の
沿
革
に
徴
し
て
推
察
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
冊
府
元
亀
一
指
将
帥
部
・
専
殺
門
に
、

李
俊
為
商
州
刺
史
。
少
帝
開
運
二
年
。
俊
奏
。
元
随
呉
漢
笥
監
軍
資
庫
撞
用
官
銭
二
十
貫
文
。
己
処
斬
詑
。
云
云

と
、
後
晋
の
開
運
二
年
に
商
州
刺
史
李
俊
が
軍
資
庫
ぞ
監
督
し
て
い
た
元
随
の
呉
漢
簡
を
官
銭
、
即
ち
係
省
銭
二
十
貫
文
を
抱
用
し
た
界
で
処



刑
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
地
方
留
貯
の
係
省
銭
物
が
州
の
軍
資
障
に
保
管
さ
れ
、
そ
の
責
任
は
刺
史
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
持
。
叉
、
旧
五
代
史
時
八
晋
少
帝
紀
・
開
運
三
年
八
月
の
条
に
、

様
州
刺
史
慕
容
彦
超

3

削
奪
在
身
官
爵
房
州
安
置
。
坐
前
任
濃
州
撞
出
省
倉
麦
及
私
売
官
組
。
云
云

と
あ
り
、
濃
州
の
省
倉
｛
裂
の
記
事
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
資
治
通
鑑
竺
周
年
月
の
条
に
「
撞
取
官
麦
五
百
倒
」
と
あ
る
か
ら
係
省
物
で
あ

っ
た
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
軍
資
庫
或
は
省
倉
に
保
管
会
れ
た
係
省
銭
物
は
、
五
代
末
に
は
各
州
に
於
い
て
留
貯
さ
れ
る
に
到
っ
て

い
る
o

旧
五
代
史
唯
一
一
一
周
太
祖
紀
・
広
順
二
年
冬
十
月
の
条
に
、

先
是
。
諸
道
州
府
各
有
作
院
。
毎
月
課
造
軍
器
。
逐
季
搬
送
京
師
進
納
。
其
逐
州
毎
年
占
留
繋
省
銭
用
不
少
。
謂
之
甲
料
。
云
云

と
あ
り
。
後
周
初
に
は
、
諸
道
州
府
す
べ
て
に
武
器
製
作
の
た
め
の
地
方
寄
留
が
あ
っ
た
と
み
え
る
。
こ
の
係
省
銭
物
の
地
方
存
留
体
制
の
発

達
と
並
行
し
て
普
及
し
た
の
が
、
そ
の
管
掌
事
務
に
当
る
三
司
軍
将
の
分
遺
制
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
末
端
機
関
が
確
立
す
る
と
、
北
面
転
運

使
に
も
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
職
権
を
拡
大
佑
さ
せ
た
こ
と
は
い
わ
ず
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
北
面
転
運
使
の
職
権
の
拡
大
強
佑
は
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と
み
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
に
乏
し
き
た
め
明
確
に
は
指
摘
し
難

い
が
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
財
務
行
政
組
織
が
藩
州
よ
り
も
率
先
強
力
に
政
策
を
実
施
し
得
る
迄
に
強
化
さ
れ
て
い
た
頃
か
ら
と
み
て
大
過
あ

る
ま
い
。
資
治
通
鑑
法
天
福
元
年
十
一
月
の
条
に
、
石
敬
璃
が
後
唐
の
河
東
節
度
使
と
し
て
太
原
に
居
た
時
、
そ
の
野
心
を
見
抜
い
た
後
唐

朝
廷
が
彼
を
抑
え
ん
と
し
た
こ
と
を
述
べ
て
、

初
帝
（
師
敬
）
在
河
束
。
為
唐
朝
所
忌
。
申
書
侍
郎
同
平
章
事
・
判
三
司
張
延
朗
。
不
欲
河
東
多
畜
積
。
凡
財
賦
応
留
使
之
外
。
尽
収
取

之。

と
、
留
使
以
外
の
財
物
、
即
ち
係
省
銭
物
を
尽
く
取
上
げ
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
地
方
存
留
の
係
省
鏡
物
を
叛
抗
勢
力
に
渡
さ
ぬ
よ

う
中
央
三
司
が
い
ち
早
く
引
揚
げ
た
例
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
係
省
銭
物
の
地
方
留
貯
と
中
央
三
司
の
適
切
に
し
て
迅
速
な
る
運
営
は
、
中
央

五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

一一一



五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
率
永
）

一
一
四

の
財
務
行
政
力
の
強
化
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
う
っ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
後
唐
の
末
期
頃
か
ら
後
晋
の
天
積
年
間
頃
に
は
北
面
転
運
使
の
職
権

拡
大
の
基
盤
が
出
来
上
り
、
財
務
行
政
官
に
よ
る
専
任
制
へ
移
行
す
る
迄
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
後
晋
の
開
運
二
年
、
三
司
副
使
李
穀

が
北
面
転
運
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
か
か
る
財
務
行
政
組
織
の
発
展
過
程
の
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
三
司
副
使
を
以
て
任
用
し
た
こ
と
は
、

地
方
の
財
務
機
闘
を
広
く
協
力
さ
せ
、
北
面
転
運
使
そ
の
も
の
の
職
権
を
強
佑
確
立
さ
せ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
北
高
転
運

使
の
制
置
使
或
は
招
撫
使
の
兼
帯
を
消
滅
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
李
穀
が
北
面
転
運
使
と
な
る
や
、
当
時
最
も
不
足
し
且
つ
緊
急
の

軍
需
物
で
あ
っ
た
戦
馬
補
充
の
た
め
に
、
時
人
に
抵
抗
の
大
き
か
っ
た
括
馬
ぞ
断
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
権
限
の
強
佑
を
示
す
一
例
で
あ

〈沼〕”。。要
す
る
に
、
後
唐
初
の
頃
の
北
面
転
運
使
は
、
そ
の
職
務
遂
行
に
当
り
河
北
大
藩
の
藩
帥
の
威
力
を
籍
り
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
後
唐
末

よ
り
財
務
行
政
政
策
の
一
環
と
し
て
係
省
銭
物
の
地
方
留
貯
体
制
が
普
及
強
ル
泊
さ
れ
て
く
る
と
、
北
面
転
速
使
は
そ
れ
ら
末
端
組
織
を
基
盤
と

し
て
次
第
に
職
権
を
強
佑
拡
大
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
後
晋
関
連
時
代
以
降
に
み
ら
れ
る
三
司
制
使
か
ら
の
専
任
制
は
か
か
る
発
展
過
程
の
結
果

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
、
北
面
転
運
使
の
歴
史
的
意
義

最
後
に
、
こ
う
し
て
北
高
転
運
使
に
専
任
の
財
務
行
政
官
を
任
命
し
た
中
央
の
意
図
が
何
処
に
あ
っ
た
か
、
或
は
換
言
す
れ
ば
、
中
央
三
司

よ
り
そ
の
次
官
た
る
副
使
を
差
遣
し
た
時
ど
ん
な
効
果
が
現
わ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

五
代
で
は
河
南
の
黄
河
沿
い
の
地
は
中
央
の
最
大
財
源
地
帯
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
叉
河
北
も
肥
沃
で
は
あ
っ
た
が
契
丹
に

備
え
て
禁
軍
主
力
の
屯
駐
す
る
所
と
し
て
、
そ
の
軍
需
調
達
の
整
備
は
国
家
存
亡
に
も
拘
わ
る
一
大
要
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
財
政
的
両
要
地
の

運
営
処
理
に
当
っ
た
の
は
、
諸
道
塩
鉄
転
運
使
で
あ
り
、
北
面
転
運
使
で
あ
っ
た
。
特
に
北
面
転
運
使
に
あ
っ
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
軍
需
品



の
調
達
の
た
め
に
、
河
北
諸
務
州
の
係
省
銭
物
の
運
営
、
管
轄
内
の
監
・
院
・
場
・
務
の
統
督
、
及
び
務
州
県
の
指
揮
等
の
権
限
が
附
与
さ
れ

て
い
た
。
叉
平
時
に
あ
っ
て
は
非
常
時
の
際
の
所
要
軍
需
の
数
量
品
目
の
調
整
の
た
め
に
、
管
内
の
係
省
銭
物
の
収
入
・
支
出
と
の
関
係
及
び

各
地
の
財
源
の
現
在
額
に
つ
い
て
精
通
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
財
務
の
計
度
の
面
に
於
け
る
特
色
は
、
後
晋
以
降
の
三

司
副
使
よ
り
の
住
用
に
よ
っ
て
、

る
。
宋
史
常
一
王
費
伝
に

以
賛
為
客
省
使
領
河
北
諸
州
計
度
使
。
五
代
以
来
。
姑
息
務
鎮
。
有
司
不
敢
細
以
法
。
費
所
至
発
摘
姦
伏
。
無
所
畏
忌
。
振
挙
綱
領
。
号

一
層
強
佑
さ
れ
、
洞
北
方
面
を
管
掌
す
る
最
高
の
財
務
運
営
長
官
と
し
発
展
す
る
方
向
へ
進
ん
だ
と
思
わ
れ

為
称
職
。

と
あ
り
、
河
北
諸
州
計
皮
使
王
賛
が
溶
鎮
に
姑
息
な
態
度
を
と
る
こ
と
な
く
職
務
に
当
っ
た
こ
と
が
み
え
る
が
、
河
北
諸
州
計
皮
使
が
北
両
転

運
使
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
旧
五
代
史
詩
（
小
周
慈
市
紀
・
顕
徳
六
年
九
月
丙
辰
の
条
に
、

以
三
司
副
使
王
賛
為
内
客
省
使
兼
北
厨
諸
州
水
陸
転
運
使
。

と
あ
る
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
北
面
諸
州
或
は
河
北
諸
州
の
計
度
転
運
使
と
み
え
る
こ
と
は
、
か
か
る
傾
向
を
推
測
せ
し
め

る
。
叉
王
賛
が
藩
鎮
に
姑
息
す
る
こ
と
な
く
、
法
を
以
て
取
締
り
綱
領
を
振
挙
さ
せ
た
と
あ
る
の
は
、
北
面
転
運
使
が
地
方
行
政
長
官
た
る
性

格
を
も
具
備
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

唐
代
以
来
国
家
が
努
力
を
続
け
た
藩
鎮
の
細
分
佑
及
び
直
属
州
佑
は
、
五
代
末
よ
り
急
速
に
進
展
し
、
藩
鎮
の
領
州
は
削
減
狭
小
佑
さ
れ
て

務
鎮
制
の
最
小
限
度
た
る
ニ
州
を
管
轄
す
る
程
度
の
も
の
が
多
く
な
り
、
直
属
州
制
も
拡
大
佑
さ
れ
て
来
一
明
こ
う
し
た
藩
鎮
制
の
解
体
過
程

は
藩
道
制
の
解
体
に
他
な
ら
な
い
。

か
か
る
方
向
の
中
で
中
央
政
府
が
新
た
に
方
面
の
行
政
を
大
き
く
統
轄
し
て
行
く
中
間
行
政
機
闘
を
必

要
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
更
に
は
こ
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
も
の
が
北
高
転
逮
使
の
如
き
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
に
難
く

な
い
。
職
官
分
紀
時
四
諸
路
転
運
使
の
条
に

五
代
の
北
面
転
述
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

一
一
五



五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

一
一
六

五
代
罷
巡
院
。
始
置
転
運
使
。

と
あ
る
記
述
は
、
か
か
る
意
味
か
ら
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
内
容
に
対
す
る
説
明
が
な
い
た
め
直
ち
に
結
論
を
出
す
に
は
問
題
が
あ
る
が
、

唐
代
の
巡
院
が
各
道
に
設
置
さ
れ
領
域
内
の
係
省
銭
物
の
徴
収
及
び
保
管
事
務
を
管
掌
し
、
藩
鎮
体
制
下
に
あ
っ
て
地
方
最
高
の
財
務
運
営
機

関
と
し
て
活
躍
し
た
こ
と
、

品、ζ
の
史
料
に
或
る
程
度
の
見
当
を
つ
け
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
唐
代
に
巡
院
が
果
し
た
中
間
行
政
機
関
の
役
割
が
、
五
代
に
な
る

更
に
は
遠
心
性
を
発
揮
し
て
い
た
藩
鎮
を
兎
に
角
も
統
轄
し
て
唐
朝
の
瓦
解
を
防
ぐ
に
役
立
っ
て
い
た
事
実
等

と
新
た
に
転
運
使
に
受
継
が
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
転
運
使
が
北
面
転
運
使
等
の
某
面
転
運
使
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既

に
青
山
教
授
も
御
指
摘
の
所
で
あ
向
。

要
す
る
に
、
宋
初
に
地
方
行
政
長
官
と
し
て
設
置
さ
れ
た
転
運
使
が
、
某
面
水
陸
計
度
転
運
使
と
い
わ
れ
、
つ
い
で
間
も
な
く
路
制
が
布
置

さ
れ
る
と
、
某
路
水
陸
計
度
転
運
使
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
河
北
方
面
に
於
い
て
発
達
し
た
北
面
・
転
運
使
或
は
北
面
水
陸
計
度
転
運
使
体
制
の

拡
大
佑
を
継
承
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

結

語

以
上
本
稿
に
論
述
し
た
所
を
要
約
す
る
に
、
後
唐
以
後
の
四
朝
は
皆
契
丹
と
境
を
連
ね
そ
の
侵
入
に
備
え
る
辺
防
軍
事
体
制
の
確
立
を
迫
ま

ら
れ
た
。
藩
鎮
の
防
戦
体
制
の
間
隙
を
う
ず
め
る
屯
駐
禁
箪
の
布
置
は
、

そ
の
軍
資
補
給
毎
任
と
す
る
北
面
転
運
使
を
常
設
佑
さ
せ
る
に
至

っ
た
。
つ
い
で
後
唐
の
明
宗
の
後
半
か
ら
屯
駐
禁
寧
を
機
軸
と
し
て
、
圏
内
の
中
央
集
権
へ
の
諸
施
策
が
推
進
せ
ら
れ
る
と
、
北
面
転
速
使
は

転
運
路
沿
線
を
管
掌
す
る
も
の
か
ら
、
次
第
に
国
家
権
力
の
強
佑
を
背
景
と
し
て
河
北
方
面
の
財
務
行
政
を
も
管
掌
す
る
方
向
に
進
ん
だ
の
で

あ
る
。
宋
代
に
路
の
監
司
の
一
つ
と
し
て
財
務
行
政
上
重
要
な
春
在
で
あ
っ
た
転
運
使
は
、
か
か
る
五
代
に
於
け
る
北
面
転
運
使
の
如
、
き
現
実

の
体
制
か
ら
発
展
し
て
い
っ
た
も
の
の
表
面
へ
の
登
場
で
あ
っ
た
。



註

ω、
「
五
代
禁
軍
の
地
方
屯
駐
に
つ
い
」
東
洋
史
学
口
組
制

ω、
拙
稿
「
五
代
節
度
使
府
の
粉
料
使
に
つ
い
て
」
東
方
学
れ
輯

ω、
旧
五
代
史
雌
四
謄
明
宗
紀
・
同
年
月
条
に
同
文
の
記
事
が
あ
る
。

ω、
冊
府
元
亀
崎
明
立
川
部
－

m運
問
、
－
h
代
会
要
時
一
一
型
地
の
条
。

，寸，ノ一，／

的
、
旧
五
代
史
巻
三
唐
荘
宗
紀
・
同
年
月
条
参
照
。

一一一F
K
1
4
 

刷
、
附
府
一
苅
亀
叫
ん
帝
王
部
・
鮎
忠
門
－

M
年
月
条
参
照
。

ι
E
t
u
 

m、
旧
五
代
史
以
M
7間
以
延
探
い
い
参
照
。

仙
、
冊
府
元
亀
巻
一
帝
王
部
・
宴
字
門
・
同
年
月
条
参
照
。

一一

刷
、
旧
五
代
史
巻
一
決
隠
帝
紀
上
・
乾
耕
一
苅
年
秋
七
月
条
参
照
。

O

一
巻
四

o
m
m府
一
元
亀

3
二
邦
叫
川
部
・
選
任
門
－

M
伴
月
条
参
照
。

，ノ－－－

ω、
註

ω論
文
。’H

U

P

U

A

ト
e
J
」

ω、
旧
五
代
史
醍
ブ
劉
処
譲
伝
、
冊
府
元
亀
山
川
一
川
一
総
禄
部
・
祭
附
門
参
照
。

川
問
、
旧
五
代
史
巻
一
周
氷
帝
紀
・
顕
徳
山
ハ
年
九
月
一
内
．
h
条。

ニO

ω、
旧
五
代
史
噌
い
劉
株
交
伝
、
同
比
U
泊
六
叫
円
高
知
帆
紀
・
一
六
一
樹
二
年
六
月

f
‘

、

コ

’

」

－

t・
？
巾
1

G

E

内
川
崎
寸

条
、
新
五
代
史
成
開
劉
審
交
伝
、
附
府
一
手
篭

M
ヨ
邦
計
部
・
選
任
門
を

比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
方
訟
を
と
っ
て
い
る
。

師
、
第
二
節
中
の
北
而
松
巡
使
表
参
照
。

帥
、
松
井
助
教
授
「
慮
組
務
鋲
孜
」
史
学
雑
誌
側
ノ
口

問
、
通
鑑
巻
二
同
光
二
年
春
正
月
条
参
照
。

七
三

五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（

L

冨
永
）

ω、
通
鑑
巻
二
天
成
元
年
九
月
条
参
照
。

七
五

側
、
適
時
九
一
巳
天
成
元
年
十
月
及
び
同
具
店
天
成
三
年
八
月
条
参
照
。

倒
、
通
鑑
巻
二
一
大
成
元
年
冬
十
月
及
び
十
二
月
条
参
照
。

七
五

ω、
通
鐙
暗
記
一
六
成
二
年
十
二
月
参
照
。

ω、
遥
鑑
巻
一
）
天
成
三
年
五
月
、
七
月
及
び
八
月
の
条
参
照
。

七
ア

刷
、
提
言
論
将
帥
部
・
霊
門
・
越
徳
鈎
の
条
に
同
様
の
記
事
が
あ

る。

例
。
五
代
会
要
時
二
潮
速
の
条
に
川
内
容
の
記
事
が
あ
る
。

側
、
適
時
良
一
店
長
一
興
二
年
十
一
月
釜
高
。

側
、
通
鑑
A
d

己
清
泰
二
年
六
月
条
の
胡
註
に

，4
・JIJ

総
管
府
在
叫
回
腸
。
石
敬
部
時
為
北
面
ぬ
歩
軍
都
総
掛
回
故
也
。

と
示
さ
れ
て
い
る
。

師
、
通
鑑
巻
二
清
泰
二
年
六
月
条
参
照
。

七
九

側
、
通
鑑
唯
一
山
清
泰
三
年
十
一
月
条
参
照
。

倒
、
通
鑑
暗
に
天
一
補
元
年
十
二
月
条
申
請
山
。

側
、
設

ω論
文

側
、
宋
会
要
輯
稿
・
職
官
志
・
判
知
県
官
軍
践
の
条
参
照
。

側
、
通
鑑
地
一
」
同
年
月
条
に
は

E
1
J
ノ

紺
鎮
州
輸
絹
五
万
円
於
総
儲
問
山
山
。
捌
糊
軍
制
。
半
銭
其
人
前
半
千
五
百

乗
。
運
料
於
代
州
。

と
あ
る
。

七



五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
（
室
永
）

側
、
第
二
節
北
面
転
運
使
表
参
照
。

刷
、
制
置
使
に
つ
い
て
は
、
通
鑑
雄
一
L
天
祐
コ
犀
一
一
一
月
戊
寅
条
の
胡
註
に

前
略
。
日
入
加
以
制
憤
之
名
。
則
明
減
経
案
可
任
意
行
之
。

と
あ
る
か
ら
、
強
力
的
に
挙
務
を
運
び
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

側
、
直
遼
直
下
に
つ
い
て
は
、
日
野
教
授
「
端
閉
鎖
体
制
と
直
属
州
」
東
洋
学

報
必
ノ

4
、
三
吋
軍
将
の
務
州
分
透
に
つ
い
て
は
拙
稿
註

ω論
文
参

照
。
尚
三
司
軍
将
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
に
詳
考
す
る
つ
も
り
で
あ

る。

側
、
州
の
軍
資
障
に
つ
い
て
は
草
野
氏
「
米
の
通
判
と
財
政
」
米
洋
史
学
お

輯
が
参
考
と
な
る
。

師
、
省
倉
と
は
係
省
倉
隊
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
尚
符
倉
と
軍
資
障
と
は
別
物

で
あ
っ
た
O

M

刷
、
註

ω論
文

側
、
旧
五
代
史
鴎
八
腎
少
暗
記
・
開
運
二
年
八
月
条
。
尚
こ
の
時
の
括
馬
に

つ
い
て
は
、
日
野
教
授
「
五
代
の
閥
均
政
と
時
貿
易
口
L

胤
洋
学
報
幻
ノ

3
参
照
。

一
一
八

棚
、
註
側
日
野
教
授
論
文
参
照
。

刷
、
庸
代
の
巡
院
に
つ
い
て
は
、
日
野
教
授
「
唐
代
使
換
考
」
史
淵
沼
輯
、

「
両
税
法
以
前
に
於
け
る
腐
の
様
様
法
」
社
会
経
済
史
学
部
ノ
2
が
参

考
と
な
る
。

側
、
青
山
教
授
「
唐
宋
時
代
の
転
運
使
及
び
発
運
使
に
つ
い
て
」
史
学
雑
誌

H
H

の
9
、
第
四
節
参
照
。

ω、
説

ω論
文
参
照
。
尚
水
陸
計
度
転
運
使
の
職
・
胞
に
つ
い
て
は
、
鄭
忠
粛

町、I
rli:l 

実
議
遺
集
上
・
請
寛
国
力
疏
の
項
に
、

凶
伏
按
。
先
制
旧
制
。
毎
道
有
計
度
転
運
使
。
成
終
則
会
組
問
郡
邑
之

出
入
。
忍
者
取
之
。
蛎
者
補
之
。
故
郡
邑
無
不
足
之
息
。
一
百
五

と
あ
る
。

本
稿
は
附
和
三
六
年
二
一
月
に
提
出
し
た
修
士
課
程
研
究
報
告
の
一
部

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
作
成
に
当
っ
て
日
野
教
授
の
御
指
導
を
い

た
だ
い
た
。
叉
史
料
調
査
及
び
諭
の
推
め
方
の
上
で
も
先
生
の
旧
稿

「
五
代
史
概
説
」
よ
り
賞
震
な
示
唆
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
先
住

の
御
厚
認
を
あ
っ
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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On Peimien-chuanyilnshih (~tim~~i!) in the Age 

of Five Dinasties (.n i-\:) 

Yoshizo MURONAGA 

In the age of Hsiian-tsung (~*) of Tang(}j§), the chuanyiinshih 

(ili.ilHre:) was established to govern the water carriage in the grand 

canal. After the revolte of An-Shih (~~), it became to govern the 

matters of all transports in the each provinces and was called Chutao­

chuan-yiinshih (i/tr:iiiii/tiJl{tJ. But in the end of Tang, when Fan-chen 

Ol&ll) strengthened a tendency of independence, the sphere of govern­

ment of chuanyiinshih was narrowed. In the age of Five dinastes, 

the chuanyiinshih that governed the supplies to provincial armies in 



-5-

the war time was established. Peimien-chuanytinshih had charge of 

the supplies to the armies stayed in the Hopei district. 

In order to defend Chitan (~fr) invading from the north, the 

each dinasties after Houtang (:/&~) made many armies remain in the 

Hiopei district. Peimien-chuanytinshih, so as to smooth the supplies 

to these armies, was given the great power that commanded the 

financial machinery in there ( the Hopei district). Then the official 

power of Peimien-chuanytinshih was expanded with the strengthening 

of the state power. With the dissolution of the system of Fan-chen 

as the result of the promotion of the centralisation of power, the 

central government neccessitated the intermediate machinery controled 

a provincial administration instead of Fan-chen. 

It was Peimien-chuanyi.inshih that was taken charge of its role 

in the Hopei district. The system of chuanylinshih in the age of 

Sung (5,R) succeeded to the magnification of the system of Peimien­

chuanylinshih in Five dinasties, and was important as one of Chieussu 

cmro) -- the inspector --of road. 

1L 




